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ｔ
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回
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■
日
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■
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回
一、
菊
池
中

一
加
回
一、

口
一、
高
橋
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１
，―
己
一新

ｌ
ｔｉｌｌ
一、
．

回
）、
平
川
直
弘
（新
６
回
一、

ｒ
ｔ

旧
師
小
松
茂
人
先
生
よ
り
、
先
生
の
新
刊
若

書

『叡
智
と
無
まヽ

ご
恵
贈
戴
き
出
席
者
に
配
り
ま

し
た
。

９０
歳
を
過
ぎ
て
な
お
、
お
元
気
で
著
作
に
励

ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
ご
家
族
に
ご
不
幸
が

あ
り
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

お
願
い

官
城
県
に
転
勤
、
又
は
入
学
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ

ま
ｔ
た
ら
是
非
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
ｃ
官
城

朝
陽
会
名
簿
を
差
上
げ
ま
す
。
又
、
来
年
の
新
年
会

の
ご
案
内
も
ご
通
知
致
し
ま
す
。
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回
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田
幸
雄
（新
１０
回
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宮
野
壮
太
郎
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Ｈ

回
）、
水
口
善
明
（新
１３
回
）、
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辺
豊
彦
（新
１６

回
）、
米
本
行
範
（新
２０
回
）、
千
葉
佐
保
子
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２０

回
）、
直
江
真

一
（新
２２
回
ヽ

川
村
喜
昭
（新
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回
）、
山
本
恵
美
子
（新
３２
回
ヽ

大
泉
潤
（新
３４

回
）、
野
口
彰
（新
３７
回
）、
仲
村
亮
正
（新
３８
回
）、

小
松
偉
二
⌒新
拠
回
）、
大
田
啓
文
（
新
３９
回
）、
日

向
野
格
（
新
４０
回
）、
室
橋
俊

一
（新
４２
回
）

以
上
二
十
五
名

経

過
暖
か
い
大
寒
の
夜
、
年
々
出
席
者
が
減
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
昨
年
よ
り
９
名
多
い
出
席
者
が

あ
り
賑
や
か
な
新
年
会
で
し
た
。
岩
井
幹
事
の
司
会

の
も
と
佐
藤
教
久
会
長

（
東
北
大
学
教
授
）
の
挨
拶

の
あ
と
、
高
橋
由
己
副
会
長

（東
北
電
力
常
務
）
の

乾
杯
の
普
頭
で
杯
を
あ
げ
、
島
内
武
文
名
誉
会
長

（東
北
大
学
教
授
）
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
会
が
始
ま

り
ま
し
た
ｃ
今
回
初
め
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
水
口
善

明
氏

（住
友
金
属
）
千
葉

（杉
山
）
佐
保
子
氏

（歯

科
医
自
営
）
川
村
喜
昭
氏

（
富
士

フ
ィ
ル
ム
デ
バ
イ

ス
）
山
本
恵
堤
子
氏

一東
北
入
学
生

一
人
泉
澗
氏

一新
日
本
証
券

，
野
口
彰
氏

・富
士
フ
ィ
ル
ム
デ
バ

イ
ス
´
牢
愉
俊

一
人

一
東
北
大
学
生
一
１１り
．―，
７
名
の

方
々
漱
■
■
ｔ
甜
■
■
■
ね
て
思
い
出
話
な
ど
を
し

て
戴
ぎ
ま
し
た
―
を
の
み
と
テ
ー
ブ
ル
順
に
恒
例
に
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